
 

 

 

 

 

 

 

 

６回にわたる授業検討を経て、いよいよ１０月３１日（金）に、第６４回全国学校体育研究大会北海道

大会が行われます。それぞれの先生が、子どもたちの実態をよく捉え、考えに考えを重ねたことを、当

日は実践をしてくださいます。そしてその実践を通して、北海道（札幌）が大切にしてきた研究を全道

全国の皆さんに発信していくことができます。お忙しい日々をお過ごしかと思いますが、全国大会が

成功裏に終わることができるよう、参加したり、エールを送ったりしながら、みんなで盛り上げていき

ましょう。

【授業者から】 
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研究の柱① 子供の「～したい」を生む教材づくり 

 ・「なりたい自分」の明確化  ・更 SHINタイムの設定とグループ内での工夫の共有 

研究の柱② 子供が自ら課題を発見し、解決するための手立て 

・体の状態の確認や比較などを目的とした脈拍数の測定  ・目的同士による交流の場の設定 

研究の柱③ 子供が自分に合った方法で学習できる学習過程の工夫 

・目的を確認するためのプログラムの可視化 ・目的に合わせて選択できるプログラムの設定 

 

 

 

 

 

 

北九条小 蝦名裕貴先生 

 

【二次公開 第６学年 体つくり運動 「体の動きを高める運動」】 

初めてエアロビクスに挑戦します！運動が得意な子も苦手な子も、

どの子も楽しみながら運動に向かえるよう、たくさん関わり、たくさん

褒めて、たくさん支えていきます。子どもたちと共に汗を流して頑張り

ます。よろしくお願いします！ 

研究の柱① 子供の「～したい」を生む教材づくり 

 ・レベルに合わせて練習できる場の設定  ・「自分の技を高めたい」という思いの醸成 

研究の柱② 子供が自ら課題を発見し、解決するための手立て 

・伸びや学び方を振り返るための「TRYBook」の活用  ・動きのイメージを図る ICTの活用 

研究の柱③ 子供が自分に合った方法で学習できる学習過程の工夫 

・取り組み方を確認するための全体交流の設定 ・適切な技の選択に生かす系統性や連続図の活用 

 

北九条小 早川詩織先生 

 

【一次公開 第５学年 器械運動 「跳び箱運動」】 

 自分の課題やレベルアップしたいポイントを見付けること、運動を通

してその課題をアップデートしていくこと、仲間と共に運動に取り組む

こと。どの子も楽しく跳び箱運動の楽しさを追い求めることができるよ

う全力で支えます。よろしくお願いいたします。 


